








【要約】過去 5年間に判明した抗体陽性妊婦のうち、同意の得られた 186 例の妊婦の家系

について種々の調査を行ない以下の結果を得た。①妊婦への感染経路は、症例数は 48 家系

増えたが割合は昨年の報告と大差なく、母子感染 67.7%(126／186)、夫-妻感染

18.3%(34/186)、輸血感染 7.5%(14/186)、婚前交渉により感染 4.3%(8/186)であった。②研

究対象児より先に生まれた同胞 134 例(母乳保育)のうち 20 例(14.9%)が陽性であった。研

究対象児は 4 例を除き人工栄養であり、63 例中 2 例(3.2%)が陽性であった。③夫-妻感染

26 例の結婚生活開始から抗体陽性判明までの期間は、結婚生活開始約 1～4 年に感染が判

明しているものが多かった。④経時的抗体価の変化では小児のほとんどが抗体価は上昇し

ていた。夫陰性、祖母陽性の垂直感染と考えられる女性で、27 歳時陰性であったものが、

29 歳時に陽性となったものがあった。この症例の子供は本人が陰性の時期に出産したが、

4 歳時すでに陽性であった。これは抗体陰性でもウイルスは存在し、子供に垂直感染する

可能性があることを示した。 


